
自分の思いや考えをよりよく表現し課題解決できる（語り場 学び場 麻生中）

～心肺蘇生法講習会～
９月１７日（木）に２年生を対象に「心肺蘇生法講習会」を実施しました。行方消防
署より講師をお迎えし、突発的・緊急対応のための、救急車要請、胸骨圧迫、ＡＥＤ
等の方法について学ぶことができました。緊急対応については、保健体育科におい
て取り扱う内容であり、自分の命、他者の命を守るための方法について理解を深めることができました。

～県東ブロック音楽教育研究会～
９月１８日（金）、本校において県東ブロック音楽教育研究部の事

業「県東ブロック音楽教育研究協議会」が開催されました。本事業の
目的は「音楽科授業の工夫改善を通して、音楽的な見方・考え方を
働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と豊かに関わる資質・能力を育成する」ことです。６０名弱の県
東地区小中学校音楽科担当の先生方が来校し、２年２組の音楽の授業を参観しました。本校の音楽科担当教
員は、県東地区を代表して、音楽科授業を公開し、その後、研究協議や全体会を行いました。過日の「麻生バック
ス」への取組の県発表もそうですが、麻生中学校教職員の取組が県内外に発信されることは、たいへんうれしい
ことです。また、２年２組の生徒は、多くの先生方に見ていただいている状況下でも、臆することなく自分の思いや
考えを表現し、課題解決することができました。特に、既有の知識と経験を想起しながら、根拠を示したり、関連
付けたりしながら、よりよく自分の言葉として表現（生徒が考え、創り出した言葉：「サブの効果 メイン的 支え
あきないように 引き込ませる」等）していたことは、素晴らしかったです。（自分の言葉として説明したり表現す
ると学びが深く定着されるといわれています。） 参観された先生方からも大絶賛の２年２組でした。
深い学びある授業風景を創り出した２年２組の皆さん 素晴らしかったです。

～駅伝練習～
１０月２０日（火）に開催予定の「県東地区駅伝大会」に向けて、男子２８名、女子８名の駅伝候補選手が、夏休
みの前から計画的に練習に取り組んでいます。昨年度よりも多くの生徒が駅伝に挑戦し、走力を高めています。
自己の目標記録に向けて、切磋琢磨しながら、最後まであきらめず、粘り強く走り抜く気持ちと、よりよく走るため
のフォーム、リズム、ペースについて学んでいます。
ケガには十分に気をつけて、走り抜け麻生中駅伝部 タスキをつなげ駅伝部

～避難訓練～
９月１６日（水）火災発生時避難訓練を実施しました。目標は「避難経路について知る

こと」「安全かつ迅速に適切な避難行動がとれるようにすること」「友達同士で助け合い
ながら生命を守る行動がとれるようにすること」です。
目標達成に向けて、安全確保、情報確認、避難行動の要点である「おさない・かけな

い・しゃべらない・もどらない」等について学んだ後に、避難訓練を実施しました。
７月28日に熊本県で発生した地震からの教訓でもある、不時の災害に備え被害を出さないことを目的とす

る訓練は重大な意義をもつ。さらに集団の中にあっては一人一人の行動が他者や集団全体の安全に及ぼす影
響が大きいことをよく認識し、真剣に訓練に取り組むことができました。

～安全・安心な連休～

台風接近の予報もあります。事故や事件から生徒を守り
安全・安心な連休となるよう学年や学級等でお伝えしてい
ます。引き続き、ご理解とご協力をお願いいたします。
○ 交通事故防止
・飛び出し厳禁 一時停止・左右確認徹底
・スビード・ブレーキ制御
・ヘルメット・タスキ完全着用徹底

○ ＳＮＳ・インターネットを介した事故防止
・「SNS等で知り合った人と会わない 個人情報を載せな
い 送らない」

・犯罪にまきこまれないための「あとがこわい」
・家庭でのルールづくり ・親子で交わすスマートフォン・ゲーム等の契約書
・「スマートフォン等利用の 目的 場所 時間 違反した場合の対応 捺印」

○ 台風等による災害、水、河川の事故等の防止 危険な場所等には行かない 立ち入らない
○ 不審者への対応 「いかのおすし」
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